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12月定例会

議長あいさつ
12月議会 こんなことが決まりました
議案に対する「主な質疑」
一般質問 5人の議員が質問しました
学校給食無償化意見書採択
町道を整備します
委員会研修報告（岡山県美咲町）
ひと 露地晩白柚の部で金賞
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議
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疑
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吉野梨自然災害秋季防除支援･町道改良・ふるさと氷川応援基金積立
令和6年度 氷川町一般会計補正予算（第6号） 6億2309万円決まる

令和6年第5回氷川町議会定例会が、令和6年12月11日から13日までの日程で開催されました。
提出された議案は、承認（専決の承認）2件、条例の制定1件、条例の一部改正7件、規約の一部
変更（熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務）、令和6年度氷川町一般会計補正予算（第6号）、
令和6年度氷川町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）、令和6年度氷川町介護保険特別会計補
正予算（第2号）、令和6年度氷川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）、令和6年度氷川
町下水度事業会計補正予算（第3号）、議員発議第2号（学校給食無償化の早期実現を求める意見書
を審議し、全ての案件を原案のとおり承認・可決しました。
一般質問は5名の議員が行いました。（6ページ～11ページに掲載）

専決処分
○氷川町一般会計補正予算（第5号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ368万
5千円を追加し、歳入歳出予算の総額を85億345
万6千円としました。

主な歳出予算

●消防費
能登半島北部豪雨被災地支援物資
（半畳畳360枚）ほか。

条例の制定
○氷川町保育所条例を廃止する条例
（令和7年 4月 1日から施行）
氷川町立常葉保育所を廃止するため

条例の一部改正
○氷川町一般職の職員の給与に関する条例の一部改
正
令和 6 年人事院勧告に基づく国家公務員の給与
改定に伴い、氷川町一般職の職員について国家公
務員に準拠した取扱いにするため。

○氷川町長等の給与及び旅費に関する条例の一部改
正
令和6年人事院勧告及び氷川町一般職の職員の

給与に関する条例の改正に伴う町長等の期末手当
支給率を改定並びに氷川町特別職報酬等審議会の
答申に基づく町長等の期末手当の支給率改定を行
うため。

○氷川町報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正
令和6年人事院勧告及び氷川町一般職の給与に

関する条例の改正に伴う、議会議員の期末手当の
支給率改定を行うため。

○氷川町災害による被害者に対する町税の減免に関
する条例の一部改正
農業災害補償法の一部改正により法律名が農業

保険法に変更されたため。

補正予算
○令和6年度氷川町一般会計補正予算（第6号）

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ6億
2309万3千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳
入歳出それぞれ91億2654万9千円としました。

主な歳出予算

〇総務費
ふるさと納税事業支援業務委託料

○民生費
障害福祉サービス費、障害児通所給付費等
病児・病後児保育事業委託料
竜北福祉センター需用費（光熱水費等）

○衛生費
後期高齢者広域連合市町村負担金

○農林水産業費
経営継承・発展等支援事業補助金
R6吉野梨自然災害秋季防除支援事業補助金

適正化事業拠出負担金
水利施設管理強化事業
（省エネルギー化推進型）補助金
物産館設備等修繕料

○土木費
町道新田野津橋線道路改良補償調査業務委託料
町道河原鹿島西網道線道路改良工事
町道笠松団地線ほか道路改良工事
町道新田野津橋線道路舗装補修工事

○消防費
消防施設費（水道管修繕により予算不足の見込み）

○令和6年度氷川町国民保健特別会計補正予算（第1号）

主な歳出予算

●保険事業費
会計年度任用職員の報酬及び期末手当等

○令和6年度氷川町介護保険特別会計補正予算（第2号）

主な歳出予算

●総務費
会計年度任用職員の報酬及び期末手当等
総合事業訪問リハビリテーション委託料

○令和6年度氷川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）

主な歳出予算

●後期高齢者医療広域連合納付金
後期高齢者広域連合負担金

●保健事業費
会計年度任用職員の報酬及び期末手当等

○令和6年度氷川町下水道事業会計補正予算（第3号）

主な歳出予算

●公共下水事道事業費用
職員の給与、職員手当、法定福利費

12月議会
こんなことが
きまりました

12月議会
こんなことが
きまりました

謹んで新春のご挨拶を申し上げます。
今年は、氷川町が誕生して２０年目を
迎えます。この２０年町民の皆様が安
心して暮らせる町をめざし努力をして
参りました。町民の皆様のご理解とご
協力に心からお礼を申し上げます。
議員は、住民全体の代表者であり奉
仕者であるということを肝に銘じ、住
民の皆様の福祉の向上を目指して議会
活動に取り組んで参ります。
氷川町は「消滅可能性自治体」と位
置づけられました。議会は行政と力を
合わせ消滅可能性自治体からの脱却を
目指し、住民の皆様のご意見等を聞き
ながら、自ら研鑽を重ね、政策提言を
行うことに力を注ぎたいと決意してい
ます。
氷川町は、人口増加につなげるため
に、旧氷川警察署跡地に地域優良賃貸
住宅の整備、また、大野地区に宅地分
譲を計画しています。人口増対策は、
安心して子供を産み育てられる環境を
整えることです。
氷川町議会は地域社会における課題
や変革を的確に捉え、臨機応変に取り
組み、氷川町の未来に向け、より良い
まちづくりのため誠心誠意全力で取り
組んで参ります。
皆様のより一層のご支援とご協力を
賜りますようお願いいたします。

令和７年
氷川町議会議長 米村 洋



◯
氷
川
町
報
酬
及
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費
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償
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例
条
の
一
部
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改
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条
例

報
酬
等
審
議
会
の
意
見
は

吉
川
議
員

町
長
は
じ
め
議
会
議
員
に
関

す
る
議
案
提
出
に
当
た
っ
て
は
、
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
の
答
申
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
審
議
会
で
は
ど
ん
な
意
見

が
出
た
か
。

給
与
は
据
え
置
き
、
期
末
手
当
だ
け

総
務
課
長

県
内
各
町
村
の
類
似
団
体
及

び
人
口
規
模
そ
の
他
報
酬
等
の
額
の
確
認

等
を
含
め
て
慎
重
に
審
議
す
る
必
要
が
あ

る
。
給
与
報
酬
に
つ
い
て
は
据
え
置
き
、

今
回
は
人
事
院
勧
告
と
社
会
情
勢
の
状
況

に
鑑
み
期
末
手
当
の
支
給
月
数
に
つ
い
て

は
０
・
１
月
分
引
き
上
げ
て
は
ど
う
か
と

い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

吉
川
議
員

議
員
に
関
し
て
は
ど
ん
な
意

見
が
出
た
か
。

総
務
課
長

議
員
活
動
を
活
発
に
展
開
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

◯
氷
川
町
災
害
に
よ
る
被
害
者
に
対
す

る
町
税
の
減
免
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

法
の
内
容
は
ど
う
変
わ
る
の
か

吉
川
議
員

名
称
が
変
わ
る
が
内
容
は
全

て
現
状
の
ま
ま
と
い
う
こ
と
か
。

税
務
課
長

法
の
名
称
が
平
成
29
年
の
改

正
で
変
わ
り
ま
し
た
。

農
業
振
興
課
長

現
存
の
各
種
作
物
家
畜

の
農
業
共
済
に
加
え
収
入
保
険
を
加
え
た

制
度
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
法
律
名
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

◯
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

債
務
負
担
行
為
の
内
容

吉
川
議
員

氷
川
町
地
域
優
良
賃
貸
住
宅

整
備
事
業
の
債
務
負
担
行
為
の
内
容
を
。

ま
た
、
金
額
19
億
８
０
０
０
万
円
は
、
単

年
度
ご
と
に
金
額
は
変
わ
る
の
か
。

整
備
費
と
30
年
間
の
維
持
管
理
費

建
設
下
水
道
課
長

令
和
７
年
度
か
ら
事

業
期
間
が
、
令
和
39
年
度
ま
で
の
合
計
33

年
間
。
内
容
は
、
整
備
費
と
30
年
間
の
維

持
管
理
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

整
備
費
に
つ
い
て
は
、
国
庫
補
助
金
を

あ
て
、
令
和
９
年
度
は
国
庫
補
助
金
が
加

算
さ
れ
た
額
で
計
上
し
、
そ
の
後
の
30
年

間
は
維
持
管
理
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

吉
川
議
員

管
理
委
託
料
の
中
に
は
今
後

30
年
の
間
に
予
想
さ
れ
る
修
理
費
等
も
含

ま
れ
て
い
る
か
。

建
設
下
水
道
課
長

30
年
間
の
間
に
は
大

規
模
修
繕
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
今
回
は

維
持
管
理
費
と
い
う
こ
と
で
、
修
理
費
は

入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
は
何
に

飯
田
議
員

歳
入
に
あ
る
総
務
費
国
庫
補

助
金
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
は
、
歳
出
の
ど
こ
に
反
映

さ
れ
て
い
る
か
。

調
整
給
付
金
シ
ス
テ
ム
改
修

企
画
財
政
課
長

定
額
減
税
に
伴
う
調
整

給
付
金
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
の
委
託
料
で

す
。

吉
野
梨
自
然
災
害
秋
季
防
除
事
業
補

助
金
は

木
下
議
員

吉
野
梨
自
然
災
害
秋
季
防
除

支
援
事
業
の
補
助
金
４
９
９
万
２
０
０
０

円
の
申
請
者
は
何
名
か
。
部
会
で
の
申
請

か
個
人
申
請
か
。
反
当
た
り
の
金
額
の
上

限
は
い
く
ら
か
。
全
生
産
者
に
通
知
は
で

き
て
い
る
か
。

全
生
産
者
対
象
に
事
業
費
の
２
分
の

１
を

農
業
振
興
課
長

申
請
は
こ
れ
か
ら
受
け

付
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
対
象
は
梨
農

家
の
生
産
者
で
、
補
助
は
反
当
た
り
上
限

１
万
６
０
０
０
円
の
事
業
費
を
対
象
に
２

分
の
１
の
補
助
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
ら
、
梨
部
会

員
に
は
部
会
を
通
じ
て
、
そ
の
他
の
人
に

は
直
接
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ミ
カ
ン
・
柿
農
家
へ
の
対
応
は

吉
川
議
員

梨
に
つ
い
て
は
対
応
さ
れ
て

い
る
が
ミ
カ
ン
と
か
柿
に
つ
い
て
は
検
討

さ
れ
る
の
か
。

ミ
カ
ン
等
果
樹
の
情
報
収
集
し
て
い

る
農
業
振
興
課
長

梨
に
つ
き
ま
し
て
は
梨

部
会
か
ら
の
陳
情
等
に
も
よ
り
ま
し
て
、

そ
の
影
響
の
大
要
が
掴
め
た
こ
と
か
ら
予

算
を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ミ
カ
ン
等

他
の
果
樹
に
つ
い
て
も
被
害
が
出
て
い
る

と
聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
現
在
情
報
を

収
集
し
て
い
ま
す
。

経
営
継
承
発
展
等
支
援
事
業
補
助
金

の
活
用
を

吉
川
議
員

経
営
継
承
発
展
等
支
援
事
業

補
助
金
１
０
０
万
円
が
組
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
地
域
の
経
営
体
等
の
後
継
者

が
経
営
発
展
に
関
す
る
計
画
を
作
っ
て
い

れ
ば
よ
い
と
な
っ
て
い
る
が
、
計
画
は
あ

る
の
か
。

農
業
振
興
課
長

今
回
事
業
を
さ
れ
る
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
経
営
発
展
計
画
を
定

め
ら
れ
、
承
認
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
展
示
棚
を
購
入
す
る
の
か

吉
川
議
員

ロ
ビ
ー
に
展
示
棚
を
購
入
す

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ど
の
程
度
の
も
の

か
。強

化
ガ
ラ
ス
を
用
い
た
展
示
棚

総
務
課
長

現
在
役
場
ロ
ビ
ー
に
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
展
示
品
を
展
示
し
て

お
り
ま
す
が
、
展
示
し
き
れ
な
い
も
の
が

ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
整
理
す
る

た
め
に
今
回
は
強
化
ガ
ラ
ス
を
用
い
た
展

示
棚
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
初
予
算
で
組
め
な
か
っ
た
の
か

吉
川
議
員

扶
助
費
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
等
で
４
６
０
０
万
追
加
さ
れ
て
い
ま

す
。
金
額
が
当
初
予
算
で
組
め
な
か
っ
た

の
か
。

利
用
者
の
増
加
と
単
価
改
定
の
た
め

福
祉
課
長

当
初
予
算
は
過
去
３
年
間
平

議
案
の
質
疑

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
他
、（
承
認
２
件
、
議
案
13

件
、
発
議
１
件
）
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

審
査
で
出
さ
れ
た
主
な
質
疑
を
紹
介
し
ま
す
。

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す

均
等
で
計
上
し
て
お
り
ま
し
た
。
今
回
の

補
正
は
今
年
度
利
用
者
の
増
加
及
び
報
酬

改
定
に
伴
い
ま
し
て
単
価
の
改
定
に
よ
る

も
の
で
す
。

債
務
負
担
行
為
と
は

町
村
が
支
出
す
る
経
費
は
、
原
則

と
し
て
歳
出
予
算
に
計
上
し
て
支
出

す
る
こ
と
と
な
る
が
、
中
に
は
、
そ

の
経
費
の
性
質
上
、
支
出
予
定
や
そ

の
額
が
不
確
実
で
あ
る
と
か
。(

中

略)

将
来
の
事
態
に
よ
っ
て
は
じ
め

て
支
出
の
義
務
を
生
ず
る
と
い
う
経

費
も
あ
る
。

そ
こ
で
、
町
村
が
債
務
を
負
担
す

る
行
為
を
行
な
う
場
合
は
、(

中
略)

事
項
、
期
間
、
限
度
額
を
明
示
し
た

予
算
と
し
て
議
会
の
議
決
を
経
て
、

こ
れ
で
契
約
の
締
結
が
で
き
る
も
の

と
さ
れ
て
い
る
。

債
務
負
担
行
為
を
設
定
す
る
経
費

に
つ
い
て
は
法
令
上
の
制
限
は
な
い

が
、
議
会
の
議
決
を
経
て
執
行
さ
れ

る(

契
約
の
締
結)

と
、
将
来
、
町

村
の
義
務
費
と
な
っ
て
そ
の
財
政
を

拘
束
す
る
こ
と
と
な
る
。
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そこが聞きたいそこが聞きたいそこが聞きたいそこが聞きたいそこが聞きたい

一般質問一般質問

一般質問とは…

掲載している記事は、質問議員が
自ら要約した原稿をもとに広報委
員会が編集したものです。
一般質問などの議事録は、議会ホ

ームページでご
覧 い た だ け ま
す。左のQRコ
ードで会議録が
確認できます。

各議員が住民の代表として、町の行
財政や事務の執行状況など将来に対す
る方針を聞き、町当局の考え方や疑問
をただすことです。
単に疑問をはらすだけでなく、事実

関係を明らかにし、現行政策の見直し
や新規政策を提言することです。一般
質問は議員の重要な活動のひとつで
す。
本会議での質問時間は、質問と答弁

合わせて1人60分以内となっていま
す。

質問議員の質問内容

三浦賢治 議員
① 豪雨時の人命救助対策に救助ボート整備を
防災計画の見直しを

② 網道地区防災公園完成は何時になるのか
避難の目安となる海抜表記を

吉川義雄 議員
① マイナー保険証を持たない人への対応を丁
寧に

② 宮原福祉センターの今後の活用はどうする
のか

③ 人口減少対策として住宅取得・分譲地購入
支援策を

④ 常葉保育所を廃園した後はどうするのか
清田一敏 議員
① これからの農業政策はどうするのか
西尾正剛 議員
① 民生児童委員のなり手不足解消の手立ては
あるか

② 土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）対
策はどうなっているか

飯田健二 議員
① 博報堂プロダクツとの協定状況は
② 空き家対策と宅地・住宅政策をどうすすめ
るか

Ｑ：水害時の人命救助体制強化策に
救命ボートの整備を

Ａ：専門的な訓練が必要広域消防本部で

議
員
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
、

想
定
外
の
豪
雨
が
発
生
し
て
い

る
。
氷
川
町
周
辺
に
線
状
降
水
帯

に
よ
る
１
時
間
に
１
０
０
ミ
リ
を

超
え
る
雨
が
長
時
間
降
っ
た
場

合
、
県
道
下
の
地
区
が
一
面
海
の

よ
う
な
状
態
に
な
り
、
豪
雨
の
中

人
命
救
助
ボ
ー
ト
が
要
請
さ
れ
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
人
命
を
守

る
た
め
に
も
救
助
ボ
ー
ト
の
整
備

が
必
要
で
は
な
い
か
。

専
門
的
な
訓
練
を
受
け
た

広
域
消
防
に
よ
る
救
助
が

安
全

総
務
課
長

救
命
ボ
ー
ト
の
運
用

に
つ
い
て
は
、
救
助
活
動
の
専
門

的
な
訓
練
を
受
け
た
人
材
の
確
保

と
合
わ
せ
て
、
日
頃
の
訓
練
、
運

用
体
制
の
整
備
が
必
要
で
す
。
危

険
性
の
高
い
救
助
活
動
が
求
め
ら

れ
る
の
で
、
消
防
団
が
運
用
す
る

と
な
っ
た
場
合
は
大
き
な
負
担
と

な
り
ま
す
。

資
機
材
を
持
ち
、
訓
練
を
受
け

た
八
代
広
域
消
防
本
部
に
よ
る
救

助
活
動
が
安
全
で
効
果
的
と
考
え

る
の
で
、
現
時
点
で
は
救
命
ボ
ー

ト
の
整
備
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

議
論
を
深
め
必
要
な
数
の

整
備
を
考
え
る

町
長

八
代
広
域
消
防
本
部
に
９

艘
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

充
実
さ
せ
て
い
く
方
法
も
あ
り
ま

す
。
副
管
理
者
の
立
場
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、
組
合
議
会
の
場
で
議

論
を
深
め
必
要
と
す
る
数
の
整
備

を
進
め
て
い
け
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。能

登
半
島
被
災
地
視
察
は

議
員

被
災
す
れ
ば
、
地
域
生
活

に
致
命
的
な
打
撃
を
与
え
る
。
防

災
、
減
災
等
を
推
進
し
、
町
民
の

安
全
を
確
保
す
る
の
が
町
の
重
要

な
責
務
。
そ
こ
で
、
能
登
半
島
被

災
地
を
視
察
し
、
防
災
減
災
対
策

の
見
直
し
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

視
察
の
必
要
性
は
慎
重
に

判
断

町
長

復
興
半
ば
の
被
災
地
の
住

民
、
関
係
者
の
方
々
は
精
神
的
、

肉
体
的
に
疲
弊
さ
れ
て
い
る
状
況

下
に
あ
り
ま
す
。
視
察
の
必
要

性
、
時
期
に
あ
た
っ
て
は
慎
重
に

判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

熊
本
県
が
輪
島
市
に
復
興
支
援

と
し
て
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

氷
川
町
か
ら
も
６
人
の
職
員
が
参

加
し
、
住
宅
被
害
認
定
調
査
に
従

事
し
て
き
ま
し
た
。
派
遣
さ
れ
た

職
員
か
ら
は
、
復
興
が
進
ん
で
い

な
い
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
ま

す
。で

き
る
応
援
と
し
て
「
半
畳

畳
」
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
被
災
自
治
体
の
首
長
が
復
興

の
状
況
を
報
告
す
る
機
会
が
あ
る

の
で
参
加
し
防
災
対
策
に
生
か
し

た
い
。

防
災
公
園
の
完
成
は
何
時

議
員

町
は
網
道
地
区
に
土
地
を

購
入
し
て
い
る
が
、
水
道
・
ト
イ

レ
・
防
災
用
具
の
倉
庫
が
あ
る
防

災
公
園
を
建
設
し
て
ほ
し
い
が
、

網
道
防
災
公
園
は
何
年
度
の

完
成
を
目
標
に
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
避
難
の
目
安
と
し
て
海
抜

何
メ
ー
タ
ー
と
書
い
た
表
示
板
を

設
置
し
た
ら
ど
う
か
。

総
務
課
長

網
道
防
災
公
園
整
備

事
業
用
地
と
し
て
取
得
し
ま
し

た
。
網
道
地
区
と
そ
の
周
辺
地
域

の
特
性
か
ら
津
波
、
高
潮
に
よ
る

浸
水
を
想
定
し
て
、
通
称
「
ひ
ろ

ぎ
」
の
浚
渫
土
等
を
活
用
し
か
さ

上
げ
を
し
て
い
ま
す
。
熊
本
県
が

津
波
に
対
し
警
戒
避
難
体
制
を
特

に
整
備
す
べ
き
区
域
の
指
定
、
基

準
水
位
を
設
定
す
る
予
定
で
す
。

町
と
し
て
は
、
指
定
、
基
準
水
位

等
を
踏
ま
え
た
整
備
を
進
め
た

い
。海

抜
等
が
表
示
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
、
自
分
の
位
置
が
安
全
か
ど

う
か
を
判
断
す
る
目
安
と
な
り
避

難
行
動
の
促
進
に
つ
な
が
る
と
思

わ
れ
る
の
で
、
表
示
方
法
も
含
め

防
災
公
園
と
指
定
避
難
所
へ
の
設

置
を
検
討
し
ま
す
。

三浦 賢治 議員

網道防災公園用地
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Ｑ：これからの農業について
Ａ：基幹産業である農業をしっかり守っていく

清田 一敏 議員

Ｑ：住宅取得･宅地購入に強力な支援を
Ａ：住んで頂く環境を整えていく

吉川 義雄 議員

議
員

氷
川
町
は
人
口
が
減
少
し

続
け
て
い
る
、
人
口
増
加
対
策
が

必
要
。
全
国
で
は
、
住
宅
購
入
支

援
や
住
宅
建
設
費
補
助
金
、
宅
地

分
譲
地
購
入
補
助
金
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
家
賃
へ
の
補
助

金
支
援
を
行
う
自
治
体
が
あ
る
。

氷
川
町
も
、
住
宅
建
設
や
宅
地
分

譲
計
画
が
始
ま
る
。
今
、
住
宅
建

設
や
宅
地
購
入
支
援
策
を
行
う
時

で
は
な
い
か
。

建
設
下
水
道
課
長

人
口
対
策
や

少
子
化
対
策
と
し
て
、
移
住
支
援

や
住
宅
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
結
婚
を
機
に
町
内
に
家
を

新
築
、
取
得
さ
れ
る
場
合
や
賃
貸

住
宅
に
入
居
さ
れ
る
場
合
に
、
30

万
円
か
ら
60
万
円
の
支
援
を
し
て

い
る
。
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
で

は
、
住
宅
購
入
、
改
修
補
助
の

他
、
購
入
し
た
物
件
を
解
体
し
新

規
に
住
宅
を
建
築
し
た
場
合
に

は
、
３
年
間
の
固
定
資
産
税
の
補

助
を
行
っ
て
い
る
。

分
譲
地
購
入
・
地
元
業
者

で
の
建
築
な
ど
に
補
助
制

度
を

議
員

研
修
に
行
っ
た
岡
山
県
美

咲
町
で
は
住
宅
新
築
の
場
合
、
55

万
円
、
地
元
業
者
で
施
工
の
場
合

は
さ
ら
に
25
万
円
、
最
大
で
80
万

円
を
補
助
。
分
譲
地
を
購
入
す
る

場
合
も
３
・
３
㎡
当
た
り
５
０
０

０
円
の
補
助
。
地
元
業
者
に
発

注
・
建
築
す
る
場
合
は
㎡
当
た
り

１
万
円
を
補
助
。
氷
川
町
も
検
討

を
し
て
は
ど
う
か
。

売
り
出
し
価
格
を
抑
え
る

の
も
一
つ
の
方
法

町
長

吉
本
団
地
跡
を
住
宅
用
地

と
し
て
売
却
し
ま
す
。
久
保
団
地

も
払
い
下
げ
を
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
時
に
価
格
設
定
を
ど
う
す
る

の
か
も
一
つ
の
方
法
で
、
安
い
坪

単
価
で
販
売
す
れ
ば
買
っ
て
い
た

だ
け
る
。
議
会
に
も
相
談
し
ま
す

が
売
り
出
し
価
格
を
抑
え
る
と
い

う
の
も
一
つ
の
方
法
。
い
ろ
ん
な

方
法
を
駆
使
し
な
が
ら
氷
川
町
に

住
ん
で
頂
く
よ
う
な
環
境
を
整
え

た
い
。

給
食
費
無
償
化
や
子
ど
も

に
係
る
国
保
税
均
等
割
の

減
免
を

議
員

移
住
支
援
や
子
育
て
支
援

と
し
て
、
学
校
給
食
費
無
償
化
、

子
ど
も
に
係
る
国
保
税
均
等
割
の

減
免
・
免
除
に
踏
み
出
し
て
ほ
し

い
。
先
日
嘉
島
町
が
第
２
子
以
降

の
給
食
を
無
償
と
報
道
さ
れ
ま
し

た
。
一
度
に
で
は
な
く
、
第
２
子

か
ら
無
料
に
す
る
な
ど
を
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

保
護
者
の
負
担
軽
減
に
取

組
む

学
校
教
育
課
長

本
町
の
学
校
給

食
は
、
食
材
費
を
保
護
者
が
負
担

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

氷
川
町
産
米
価
差
額
補
助
や
物

価
高
騰
対
策
と
し
て
食
材
上
昇
分

の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
他
の

自
治
体
の
動
向
を
見
な
が
ら
考
え

た
い
。

子
育
て
支
援
を
今
後
検
討

町
長

出
来
る
事
は
し
っ
か
り
や

っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

常
葉
保
育
所
が
３
月
末
で
閉
園

に
な
り
ま
す
。
町
の
財
源
を
投
じ

て
き
ま
し
た
が
、
来
年
度
か
ら
負

担
が
無
く
な
り
ま
す
。
子
育
て
支

援
に
回
す
の
も
一
つ
の
方
法
で
、

ス
ト
レ
ー
ト
に
学
校
給
食
と
い
う

話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
子
育
て

支
援
に
使
っ
て
い
く
方
向
で
今
後

検
討
す
る
。

町
民
課
長

子
ど
も
に
係
る
国
保

税
均
等
割
り
は
、
令
和
４
年
度
か

ら
未
就
学
児
は
２
分
の
１
を
減
免

し
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
は
減
免

対
象
を
18
歳
ま
で
引
き
上
げ
全
額

免
除
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま

す
が
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

農
業
者
の
減
少
対
策
は

議
員

担
い
手
の
育
成
、
後
継
者

の
確
保
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は

さ
れ
て
い
る
か
。

国
の
支
援
策
を
活
用

農
業
振
興
課
長

国
の
新
規
就
農

者
育
成
総
合
対
策
事
業
の
就
農
準

備
資
金
、
経
営
開
始
資
金
、
経
営

発
展
事
業
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら

町
と
し
て
も
関
係
機
関
と
連
携

し
、
経
営
の
確
立
に
向
け
た
サ
ポ

ー
ト
の
実
施
や
「
氷
川
町
担
い
手

塾
」
の
開
催
な
ど
農
業
者
の
育
成

を
図
っ
て
い
ま
す
。

議
員

年
齢
な
ど
の
要
件
で
支
援

対
象
か
ら
漏
れ
た
人
に
対
し
て
、

町
独
自
の
支
援
は
で
き
な
い
か
。

農
業
振
興
課
長

県
で
は
、
昨
年

移
住
者
で
県
内
に
就
農
す
る
50
代

の
認
定
新
規
就
農
者
に
対
し
て

「
中
高
年
就
農
初
期
投
資
支
援
事

業
」
を
創
設
、
今
年
度
か
ら
、
そ

の
対
象
を
親
元
就
農
を
含
め
た
県

内
就
農
者
ま
で
拡
充
し
て
お
り
、

町
負
担
に
つ
い
て
も
対
応
し
て
い

く
予
定
で
す
。
親
元
就
農
に
つ
い

て
は
、
国
に
お
い
て
も
新
た
な
支

援
の
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
の
で
動

向
も
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
計
画
の
進
捗
状
況

議
員

地
域
計
画
、
目
標
地
図
の

進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。今

年
度
末
に
策
定
完
了
予

定
農
業
振
興
課
長

地
域
計
画
は
、

「
地
域
農
業
の
在
り
方
の
計
画
」

と
「
農
業
を
担
う
者
ご
と
に
利
用

す
る
農
地
を
示
し
た
目
標
地
図
」

と
で
構
成
さ
れ
る
地
域
農
業
の
設

計
図
と
な
る
も
の
で
す
。
農
業
関

係
者
が
参
集
し
て
実
施
さ
れ
た
協

議
を
経
て
今
年
度
末
ま
で
に
策
定

が
完
了
す
る
予
定
で
す
。

今
後
の
運
用
は

議
員

農
地
取
得
の
下
限
面
積
要

件
が
廃
止
さ
れ
た
が
今
後
ど
の
よ

う
に
運
用
さ
れ
る
の
か
。

全
要
件
を
満
た
す
こ
と
が

条
件

農
地
課
長

下
限
面
積
要
件
は
廃

止
さ
れ
ま
し
た
が
必
要
と
な
る
他

の
３
つ
の
要
件
「
農
地
の
全
て
を

効
率
的
に
利
用
す
る
要
件
・
農
作

業
に
常
時
従
事
す
る
要
件
・
地
域

と
の
調
和
要
件
」
は
残
さ
れ
て
お

り
全
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が

条
件
と
な
り
ま
す
。

条
件
不
利
地
の
サ
ポ
ー
ト

議
員

条
件
不
利
地
の
農
業
農
家

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
よ
う
な
仕
組
み

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。
ま
た
果
樹

の
猛
暑
対
策
も
提
案
し
た
い
。

一
番
大
切
な
こ
と
は
後
継

者
が
残
る
こ
と

町
長

農
業
は
こ
れ
か
ら
も
守
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
一
番
大
切
な
の
は

後
継
者
が
残
る
こ
と
。
そ
の
う
え

で
農
地
の
利
活
用
を
考
え
同
時
に

農
地
を
守
り
農
家
を
守
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
集
落
営
農
組

織
を
手
掛
け
て
き
ま
し
た
が
個
別

農
家
に
つ
き
ま
し
て
も
応
援
の
必

要
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

提
案
の
果
樹
の
猛
暑
対
策
に
つ

い
て
は
い
ろ
ん
な
対
策
を
含
め
国

県
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問



民
生
委
員
の

な
り
手
不
足
を
聴
く
が
現
状
は

議
員
　
高
齢
者
や
単
身
者
の
増
加

で
、
民
生
委
員
の
活
動
負
担
が
増

え
た
上
に
、
働
く
シ
ニ
ア
層
も
多

く
な
り
、
全
国
的
に
委
員
の
な
り

手
不
足
を
聞
く
。
本
町
の
現
状
は

ど
う
か
。

委
員
は
38
名
、
区
長
に
候
補
者

推
薦
依
頼
を
行
う
予
定

福
祉
課
長
　
委
員
は
38
名
で
平
均

年
齢
は
71
歳
。
平
均
在
任
期
間
は

３
年
３
カ
月
。
主
な
活
動
は
、
担

当
地
区
の
独
居
高
齢
者
世
帯
へ
の

安
否
確
認
な
ど
見
守
り
訪
問
、
登

下
校
時
の
見
守
り
、
学
校
行
事
へ

の
参
加
、
日
常
生
活
相
談
、
要
援

助
者
の
実
態
把
握
な
ど
多
岐
に
亘

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
定
例
会
に
合

わ
せ
て
研
修
会
を
実
施
さ
れ
て
い

る
。

議
員
　
委
員
任
期
は
３
年
、
来
年

11
月
が
任
期
満
了
と
な
る
が
新
委

員
の
選
出
は
順
調
に
い
き
そ
う

か
。

福
祉
課
長
　
来
年
５
月
に
区
長
に

次
期
候
補
者
の
推
薦
を
依
頼
予

定
。
７
月
に
民
生
委
員
推
薦
会
の

委
員
を
選
出
し
、
８
月
に
推
薦
委

員
会
を
開
催
し
、
県
に
推
薦
書
類

を
提
出
す
る
運
び
。
現
在
ま
で
民

生
委
員
の
欠
員
は
あ
り
ま
せ
ん
。

活
動
費
の
助
成
は
ど
う
す
る

議
員
　
民
生
委
員
は
、「
厚
生
労

働
省
委
嘱
の
無
給
の
非
常
勤
地
方

公
務
員
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
活

動
費
の
助
成
は
各
自
治
体
で
異
な

っ
て
い
る
。
本
町
の
対
応
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

福
祉
課
長
　
町
か
ら
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
へ
金
銭
的
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
協
議
会
か
ら
各
委

員
へ
活
動
費
と
し
て
年
間
３
万
６

千
円
、
会
議
費
１
回
１
１
０
０
円

が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
員
　
活
動
に
見
合
っ
て
い
な
い

金
額
と
思
わ
れ
る
が
、
見
直
し
は

な
さ
れ
な
い
の
か
。

活
動
費
等
は
検
討
す
る

町
長
　
活
動
費
等
に
つ
い
て
は
、

各
自
治
体
を
参
考
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
（
レ
ッ

ド
ゾ
ー
ン
）
指
定
と
災
害
対
応
は

議
員
　
気
象
状
況
の
変
化
で
、
多

く
の
災
害
が
起
こ
っ
て
い
る
。
新

た
な
土
砂
災
害
の
報
告
も
多
い
。

本
町
で
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
指
定
の
家

屋
・
施
設
数
は
。
ま
た
、
周
知
と

災
害
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。防

災
無
線
、Ｈ
Ｐ
等
で
適
切
な

情
報
提
供
を
行
な
っ
て
い
る

総
務
課
長
　
89
戸
で
、
施
設
建
物

は
１
５
２
戸
。
対
象
住
民
に
は
県

が
個
別
通
知
し
て
い
る
。
災
害
対

策
と
し
て
、
県
土
砂
災
害
危
険
住

宅
移
転
促
進
事
業
が
あ
り
、
要
件

を
満
た
せ
ば
一
戸
当
た
り
３
０
０

万
円
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
。

町
で
は
、
防
災
マ
ッ
プ
を
活
用
し

た
自
主
防
災
組
織
内
で
の
警
戒
区

域
の
情
報
共
有
を
図
る
と
共
に
、

防
災
無
線
、Ｈ
Ｐ
等
で
災
害
に
対

し
て
の
適
切
な
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
る
。

議
員
　
移
転
費
用
補
助
は
家
屋
解

体
が
条
件
。
解
体
費
用
補
助
金
で

は
不
足
す
る
。
上
乗
せ
計
画
は
な

い
か
。

町
長
　
町
の
上
乗
せ
は
、
し
っ
か

り
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
や
県
で
充
分
な
対
応
を
し
て
頂

く
事
が
一
番
と
考
え
ま
す
。

議
員
　
放
置
さ
れ
た
森
林
が
、
被

害
を
大
き
く
し
て
い
る
。
災
害
防

止
の
た
め
の
森
林
整
備
計
画
は
如

何
に
。

農
業
振
興
課
長
　
森
林
環
境
譲
与

税
を
財
源
と
し
て
、
令
和
４
年
か

ら
本
年
度
に
か
け
て
、
早
尾
、
立

神
地
区
の
森
林
現
況
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
結
果
を
整
理
し
災
害

防
止
の
観
点
か
ら
関
係
機
関
と
連

携
し
適
切
な
管
理
に
つ
い
て
所
有

者
へ
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
予

定
で
す
。

西尾 正剛 議員

一般質問一般質問
次
の
ペ
ー
ジ
は
　
学
校
給
食
無
償
化
の
早
期
実
現
を
求
め
る
意
見
書
を
採
択
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Ｑ：民生委員のなり手不足解消の手立ては
Ａ：活動費等手当面は、
　　どの程度が必要か検討する

Ｑ：博報堂プロダクツを活用しての
　　町の成果は
Ａ：職員の意識のイノベーションが
　　できた

飯田 健二 議員

一般質問一般質問

議
員
　
氷
川
町
の
よ
り
一
層
の
地

域
活
性
化
及
び
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
事
が
目
的
と
し
７
つ

の
重
点
課
題
に
取
り
組
む
と
あ
る

が
、
そ
の
内
容
は
。

１
道
の
駅
力
の
活
性
化

２
事
業
承
継
新
規
企
業

３
事
業
承
継
新
規
就
農

４
赤
ち
ゃ
ん
大
好
き
氷
川
町

子
育
て

５
空
き
家
対
策
移
住
促
進

６
情
報
発
信
P
R
強
化
　

７
公
共
施
設
の
有
効
活
用

　
地
方
創
生
と
は
地
域
に
あ
る
課

題
を
様
々
な
分
野
で
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
起
こ
す
事
だ
と
思
う

が
、
具
体
的
な
変
化
は
あ
っ
た
の

か
。

企
画
財
政
課
長
　
職
員
の
地
方
創

生
に
対
す
る
マ
イ
ン
ド
や
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
が
向
上
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
具
現
化
し
、
住
宅
政
策
な

ど
と
共
に
発
信
し
て
持
続
可
能
な

氷
川
町
の
実
現
に
つ
な
げ
て
行
き

ま
す
。

議
員
　
課
題
解
決
の
た
め
の
施
策

立
案
、
提
案
だ
け
な
ら
議
員
で
も

で
き
る
が
、
博
報
堂
は
実
際
に
職

員
と
実
働
し
て
働
い
て
く
れ
る
の

か
。

企
画
財
政
課
長
　
博
報
堂
プ
ロ
ダ

ク
ツ
が
会
社
と
し
て
関
わ
る
の

は
、
課
題
解
決
に
向
け
た
施
策
の

企
画
立
案
ま
で
で
す
。
し
か
し
博

報
堂
プ
ロ
ダ
ク
ツ
か
ら
４
月
か
ら

派
遣
さ
れ
た
地
域
活
性
化
企
業

人
、
11
月
に
地
域
力
創
造
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
職
員
と

実
働
で
現
地
で
活
動
し
て
町
の
た

め
に
頑
張
っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

議
員
　
熊
本
大
学
が
共
創
学
環
と

い
う
新
し
い
学
部
を
令
和
８
年
度

設
置
す
る
構
想
が
あ
る
が
、
こ
の

よ
う
な
大
学
と
企
業
と
行
政
が
実

働
の
中
で
連
携
す
る
方
が
関
係
人

口
や
定
住
人
口
が
新
し
く
生
ま
れ

る
と
思
う
が
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

町
長
　
産
官
学
の
連
携
は
非
常
に

重
要
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
お
互

い
に
提
案
し
た
事
を
具
体
的
に
実

践
を
す
る
企
業
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ

こ
そ
が
必
要
で
あ
り
、
そ
こ
に
博

報
堂
プ
ロ
ダ
ク
ツ
の
企
業
間
の
つ

な
が
り
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く
と

い
う
の
も
一
つ
の
手
法
で
あ
り
し

っ
か
り
前
に
進
め
て
行
き
ま
す
。

議
員
　
空
き
家
対
策
が
進
ん
で
い

な
い
が
、
空
き
家
対
策
を
先
進
的

に
進
め
て
い
る
八
代
市
の
取
り
組

み
を
採
用
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

ま
た
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

が
活
用
で
き
る
、
老
朽
危
険
空
き

家
等
促
進
事
業
を
活
用
し
て
は
ど

う
か
。
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は

専
属
で
職
員
の
配
置
を
検
討
し
て

は
。

ま
た
、
平
地
で
の
宅
地
を
造
る

た
め
に
は
農
振
の
兼
ね
合
い
も
あ

り
営
農
者
と
の
話
し
合
い
や
理
解

は
得
る
た
め
に
ど
う
す
る
の
か
。

町
長
　
担
当
課
で
も
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
て
採
用
で
き
る
こ
と
は

採
用
し
空
き
家
対
策
を
進
め
て
い

け
る
方
向
性
が
見
つ
か
れ
ば
良
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
宅
地
政
策
、

企
業
誘
致
に
お
き
ま
し
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
元
で
活
動
さ
れ
て
い

る
議
員
の
皆
様
の
お
力
添
え
も
頂

き
、
住
民
に
寄
り
添
っ
た
丁
寧
な

説
明
を
一
緒
に
な
っ
て
進
め
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
熊
本
大
学
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

氷川町全景（ＪＡＬふるさと納税サイトより）



安全な町道に整備します
12月議会で決まった

主な工事等実施予定箇所

　
学
校
給
食
無
償
化
の
早
期
実
現
を
求
め
る
意
見
書
が
上
田
俊
孝
議
員
が
発

議
者
と
な
り
、
長
尾
憲
二
郎
議
員
、
吉
川
義
雄
議
員
の
賛
成
を
得
、
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
意
見
書
は
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
採
択
さ
れ
た
意
見
書
は
、
衆
参
議
院
の
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
は
じ
め
関

係
大
臣
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
給
食
無
償
化
の
早
期
実
現
を

　
　
　
　
　
求
め
る
意
見
書
を
採
択

学
校
給
食
無
償
化
の
早
期
実
現
を

　
　
　
　
　
求
め
る
意
見
書
を
採
択

八代地域の被害状況
農作物の鳥獣害被害額の推移

H27

被害金額
（百万円）

200
180
160
140
120
100
80
60
40
20
0

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

獣類鳥類

　
近
年
、
物
価
高
騰
が
続
き
、
経
済
的

に
厳
し
い
家
庭
が
増
え
る
中
、
一
人
年

間
約
５
万
円
の
学
校
給
食
費
は
、
子
育

て
世
代
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
学
校
給
食
は
子
ど
も
た
ち
の
成
長
や

健
康
維
持
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
り
、

家
庭
の
経
済
的
事
情
に
左
右
さ
れ
ず
、

す
べ
て
の
子
ど
も
が
安
心
し
て
平
等
に

食
べ
ら
れ
る
環
境
整
備
が
大
切
で
す
。

　
文
科
省
が
全
国
の
自
治
体
の
給
食
無

償
化
の
状
況
を
調
べ
た
結
果
を
公
表
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
２
０
１
７

年
度
小
中
学
校
と
も
に
全
無
償
化
し
た

自
治
体
数
は
76
自
治
体
で
し
た
が
、
２

０
２
３
年（
令
和
５
年
）９
月
１
日
現

在
で
１
７
９
４
自
治
体
の
う
ち
何
ら
か

の
形
で
無
償
化
を
実
施
し
て
い
た
の

は
、
７
２
２
自
治
体
で
あ
り
、
そ
の
う

ち
小
中
学
校
と
も
に
無
償
化
を
し
て
い

る
自
治
体
は
５
４
７
自
治
体
で
す
。

　
熊
本
県
内
で
も
２
０
２
４
年
６
月
時

点
で
、
14
市
町
村
で
小
中
学
校
と
も
無

償
化
に
、
小
学
校
の
み
が
１
市
、
２
０

２
５
年
度
か
ら
無
償
化
が
１
町
と
な
っ

て
い
ま
す
。
氷
川
町
の
よ
う
に
食
材
の

高
騰
分
を
助
成
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

り
ま
す
。

　
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
の
た
め
国

に
対
し
、
学
校
給
食
無
償
化
に
取
り
組

む
よ
う
求
め
る
も
の
で
す
。

鳥
獣
被
害
対
策
講
習
会
報
告

そ
の
②
　

　
氷
川
町
議
会
鳥
獣
被
害
対
策
委
員
会

　
　
　
　
委
員
長
　
木
下
　
厚

　
氷
川
町
の
鳥
獣
被
害
は
、
令
和
元
年

度
か
ら
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
令
和
５

年
度
八
代
地
域
の
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
へ
の
被
害
額
は
、
鳥
類
５
４
５
４

万
円
、
獣
類
２
２
６
６
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

①町道新田野津橋線道路舗装補修工事 ②町道笠松団地線ほか道路改良工事

③町道河原鹿島西網道線道路改良工事 ④町道新田野津橋線道路改良補償調査

④

③

①

②
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次
の
ペ
ー
ジ
は
　
研
修
報
告



　
美
咲
町
議
会
広
報
・
公
聴
常
任

委
員
会
三
船
博
之
委
員
長
か
ら
熱

烈
な
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
ま

し
た
。

　
参
加
者
全
員
が
自
己
紹
介
を
行

っ
た
後
、
議
場
の
モ
ニ
タ
ー
と
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
使
い
、
氷
川
町
議
会

か
ら
事
前
に
伝
え
て
い
た
質
問
事

項
に
つ
い
て
、
一
つ
一
つ
丁
寧
な

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
美
咲
町
議
会
だ
よ
り
は
、
町
村

議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
何

度
も
入
選
し
て
い
て
、
令
和
５
年

度
は
優
良
賞
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
美
咲
町
議
会
の
議
会
だ
よ
り

は
、「
議
会
の
仕
事
を
町
民
の
人
に

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
手
段
の

ひ
と
つ
と
し
て『
見
や
す
く
、
わ

か
り
や
す
い
、
簡
潔
な
文
書
』で

読
み
手
を
意
識
し
た
紙
面
を
作
る

こ
と
」を
基
本
に
作
成
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
委
員
会
活
動
、

議
案
の
質
疑
、
一
般
質
問
も
簡
潔

に
ま
と
め
て
あ
り
、写
真
や
資
料
、

図
画
等
の
レ
イ
ア
ウ
ト
も
大
変
読

み
や
す
い
も
の
で
し
た
。

　
表
紙
に
は
、
子
ど
も
の
写
真
を

使
い
、
議
員
、
事
務
局
、
保
育
園
、

学
校
か
ら
写
真
を
提
供
し
て
も
ら

う
な
ど
、
み
ん
な
で
作
る
議
会
だ

よ
り
と
感
じ
ま
し
た
。

　
美
咲
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会

は
、
広
報
誌
つ
く
り
の
ほ
か
、
議

会
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
令

和
４
年
度
か
ら
町
民
の
意
見
を
聴

く「
出
前
議
会
」を
開
催
さ
れ
て

い
て
、
町
議
会
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク

ス
構
想
に
取
り
組
み（
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
み
さ
き
テ
レ
ビ
・

YouTube

・Instagram

・
告

知
放
送
・
議
会
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
・

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
）多
様
な
手
段

を
使
い
議
会
活
動
を
発
信
さ
れ
て

い
ま
す
。
町
民
の
豊
か
な
生
活
環

境
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
る
と
あ

り
ま
し
た
。

　
美
咲
町
で
は
近
隣
の
町
に
大

学
、
高
校
と
協
賛
し
て「
未
来
に

つ
な
ぐ
議
員
ア
カ
デ
ミ
ー
」を
広

報
活
動
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

　
議
会
活
動
に
つ
い
て
も
大
変
参

考
に
な
り
ま
し
た
。
氷
川
町
議
会

で
、
今
後
大
い
に
取
り
組
ん
で
い

く
べ
き
と
感
じ
ま
し
た
。

　
美
咲
町
役
場
は
、Ｊ
Ｒ
亀
甲
駅

の
す
ぐ
前
で
し
た
。駅
前
で
は「
よ

う
こ
そ
美
咲
町
へ
」と
横
断
幕
を

掲
げ
出
迎
え
て
も
ら
い
、
研
修
が

終
わ
る
と
駅
の
ホ
ー
ム
で
見
送
り

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
も
意
を
新
た
に
し
議
会

活
動
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
と
思

い
ま
し
た
。

　
研
修
参
加
議
員

　
副
議
長
　
　
上
田
　
俊
孝

　
委
員
長
　
　
吉
川
　
義
雄

　
副
委
員
長
　
長
尾
憲
二
郎

　
委
　
員
　
　
清
田
　
一
敏

　
委
　
員
　
　
飯
田
　
健
二

　
令
和
６
年
（
２
０
２
４
年
）
11
月
13
日
、
岡
山
県
久
米
郡
美
咲

町
の
議
会
広
報
紙
作
成
、
委
員
会
活
動
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

主な議会活動日誌主な議会活動日誌 11月～1月11月～1月

月　日 行　事　内　容

氷川町福祉大会

 11月 1日

 11月  3日

 11月 5日

 11月 6日

 11月 6日

 11月 7日

 11月 9日

 11月 10日

 11月 11日

 11月 13日

 ～ 14日

 11月 20日

 12月 20日

 1月 20日

 11月 22日

 11月 29日

 11月 27日

 11月 28日

 12月 1日

 12月 7日

 12月 11日

 ～12月 13日

 12月 15日

 12月 17日

 ～1月 28日

 12月 20日

 12月 27日

 12月 28日

 ～12月 29日

 1月  3日

  1月 6日

 1月 8日

 1月 11日

 1月 13日

 1月 19日

 
1月 24日

 1月 20日

 1月 24日

 1月 27日

 1月 30日

 1月 31日

熊本県後期高齢者医療広域連合議会定例会
氷川町文化祭（芸能発表）
氷川町社会福祉協議会理事会
熊本県産材需要拡大要望対応
熊本県町村議会議長会「議会だより表彰式・研修会」
氷川町環境美化推進連絡協議会
氷川町消防団非常招集訓練
氷川町婦人会カローリング大会
氷川町及び八代市中学校組合議会定例会

議会広報調査特別委員会先進地研修（岡山県美咲町）

監査　例月現金出納検査

議会運営委員会

氷川町総合振興計画審議会
氷川町梨マラソン大会運営委員会
氷川町福祉大会
常葉保育所発表会

12月定例会

八代・天草シーライン構想推進大会

議会広報調査特別委員会（議会だより編集）

氷川町区長会意見交換会
香港向け晩白柚出発式

氷川町消防団年末警戒巡視

氷川町二十歳の集い
氷川町新春まちづくり懇談会
平岡ルイスご夫婦（ペルー共和国）歓迎会
第16回ふれ愛スタディ in 氷川町　歓迎セレモニー
　　　　　　　　　　　　　　　　お別れセレモニー
氷川町消防団出初式・点検
八代生活環境事務組合議会正副議長及び
議会選出監査委員会議
第51回郡市対抗熊日駅伝大会　八代郡結団式
氷川町商工会　商工行政懇談会
氷川町空家等対策検討委員会
八代広域行政事務組合議会正副議長等会議
熊本県町村議会議長会オンライン理事会

八代天草シーライン構想推進大会

氷川町二十歳の集い

氷川町消防団出初式・点検

読み手を意識した紙面づくり
出前議会・メディアミックスで多様な発信

氷川町議会広報調査特別委員会　研修報告

美咲町議会議場

亀甲駅ホームで美咲町議会議員のみなさん
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新
年
早
々
寒
波
襲
来
、
１
月
13
日
に
は
日

向
灘
を
震
源
と
す
る
震
度
５
弱
の
地
震
が
発

生
、
氷
川
町
は
震
度
４
で
し
た
。
議
会
で
は

災
害
対
策
に
つ
い
て
議
論
を
行
な
っ
て
い
ま

す
が
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
災
害
や
地
震
対

策
を
も
う
一
度
し
っ
か
り
と
考
え
る
時
だ
と

思
い
ま
す
。

　
暮
ら
し
を
守
る
の
も
政
治
の
役
割
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
今
年
は
明
る
い
話
が
出
来

る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

（
吉
川
義
雄
）

編
集
後
記

　
令
和
７
年
１
月
19
日
、
竜
北
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
氷
川
町
消
防
団
出
初
式
及
び
点
検
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
点
検
で
は
、
各
分

団
が
日
頃
の
訓
練
の

成
果
を
発
揮
。
昨
年

度
に
続
き
第
７
分
団

が
優
秀
な
成
績
で
優

勝
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
氷
川
大
堰
で
一

斉
放
水
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

表
紙
の
ひ
と
こ
と

発
行
責
任
者
　
米
村
　
　
洋

委
　
員
　
長
　
吉
川
　
義
雄

副
委
員
長
　
長
尾
憲
二
郎

委
　
　
　
員
　
清
田
　
一
敏

委
　
　
　
員
　
飯
田
　
健
二

と
ひ
と
ひ

八代地方果実品評会

露地晩白柚の部で金賞

農業  坂　本　秀　一 さん
さか もと しゅう いち

み
な
さ
ん
に

　
　
喜
ば
れ
る
作
物
を

Q 
金
賞
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

晩
白
柚
作
り
の
思
い
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

Ａ 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
度
に

続
き
今
年
も
受
賞
し
ま
し
た
。
25
年
く
ら

い
前
か
ら
晩
白
柚
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
小
雨
で
果
樹
は
全
体
的
に
不
作
で

し
た
が
、
晩
白
柚
は
な
ん
と
か
良
い
の
が

出
来
ま
し
た
。

Q 

露
地
物
の
良
い
と
こ
ろ
は
何
で
す
か
。

Ａ 

露
地
物
は
味
と
香
り
が
良
い
と
思
い
ま

す
。
正
月
明
け
か
ら
出
荷
し
て
い
ま
す
が
、

家
の
中
で
し
ば
ら
く
置
い
て
も
ら
う
と
晩

白
柚
の
香
り
が
部
屋
中
に
広
が
り
ま
す
。

そ
の
香
り
も
楽
し
ん
で
欲
し
い
で
す
。

Q 

作
物
を
作
る
上
で
苦
労
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
楽
し
み
は
何
で
す
か
。

Ａ 

農
業
を
始
め
た
時
、
台
風
で
果
実
が
落

ち
て
し
ま
い
ど
う
な
る
か
と
思
い
ま
し
た

が
、
い
ろ
ん
な
人
か
ら
指
導
を
受
け
頑

張
っ
て
来
ま
し
た
。
作
物
を
作
る
者
と
し

て
は
、
み
な
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
の

が
一
番
嬉
し
い
で
す
。

Q 

こ
れ
か
ら
の
農
業
に
つ
い
て
何
か
ひ
と

こ
と
。

Ａ 
昨
年
は
、
天
候
の
影
響
で
果
樹
全
体
が

不
作
で
、
特
に
ミ
カ
ン
は
前
年
度
に
比
べ

て
約
２
割
の
収
穫
で
し
た
。
生
産
者
の
減

少
が
気
に
な
り
ま
す
が
、
若
い
農
業
者
が

頑
張
り
始
め
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
農
業

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　
農
業
は
自
然
が
相
手
で
大
変
と
思
い
ま

す
。
喜
ば
れ
る
果
樹
作
り
に
頑
張
っ
て
下

さ
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
聞
き
手
　
吉
川
義
雄
）

プロフィール 坂本 秀一　49歳　熊本県八代郡氷川町大野842-2

　
八
代
地
域
農
業
協
同
組
合
果
樹
部
会
が

毎
年
開
催
し
て
い
る
「
八
代
地
方
果
実
品

評
会
」
で
、
金
賞
を
受
賞
さ
れ
た
、
氷
川

町
大
野
坂
本
秀
一
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。


